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各
地
の
学
窓
か
ら
 

産
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
 

人
的
資
源
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
 

上
野
隆
幸
 

（
松
本
大
学
総
合
経
営
学
部
 

　
総
合
経
営
学
科
専
任
講
師
） 

長　野 

　
信
州
と
聞
く
と
、
皆
さ
ん
は
何
を
連
想
さ

れ
る
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
多
く
の
方
が
「
大
自

然
」
を
思
い
起
こ
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
私
の
住

む
松
本
は
上
高
地
や
美
ヶ
原
と
い
っ
た
著
名

な
観
光
地
を
抱
え
、
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
に
は
県

外
ナ
ン
バ
ー
の
車
が
多
く
行
き
交
っ
て
い
る
。

政
治
で
は
個
性
あ
る
県
知
事
を
思
い
出
さ
れ

る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
長
野
県
に
詳
し
い

方
で
あ
れ
ば
、
地
域
の
分
断
と
い
う
特
徴
を

連
想
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
長
野
県
は
大

き
く
北
信
、
中
信
、
南
信
、
東
信
の
四
地
域

に
区
分
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
を
隔
て
て
い
る

の
が
「
山
」
で
あ
る
。
こ
の
山
が
壁
と
な
っ

て
、
各
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
文
化
を
温

存
し
、
ま
た
労
働
市
場
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。 

　
さ
ら
に
労
働
関
係
で
は
、
女
性
就
業
率
と

高
齢
者
就
業
率
の
高
さ
が
あ
る
。
例
え
ば
や

や
古
い
が
、
平
成
一
二
年
の
国
勢
調
査
に
よ

れ
ば
、
女
性
就
業
率
は
五
二
・
六
％
で
、
ま

た
高
齢
者
就
業
率
は
三
一
・
七
％
で
、
そ
れ

ぞ
れ
全
国
一
位
で
あ
る
。
ち
な
み
に
こ
れ
ら

を
支
え
て
い
る
の
が
、
農
業
、
観
光
産
業
、

そ
し
て
製
造
業
で
あ
る
。
精
密
機
械
製
造
が

集
積
し
て
い
る
諏
訪
地
域
を
筆
頭
に
、
県
内

に
は
数
多
く
の
名
の
知
れ
た
企
業
が
展
開
し

て
い
る
。 

　
そ
し
て
意
外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
、

「
外
国
人
の
多
さ
」
で
あ
る
。
平
成
一
六
年

末
で
四
万
三
〇
〇
〇
人
強
と
数
自
体
は
多
く

な
い
も
の
の
、
人
口
に
占
め
る
外
国
人
比
率

は
約
二
・
〇
％
と
県
民
五
〇
人
に
一
人
が
外

国
人
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
述
の
国
勢
調
査
に

よ
れ
ば
全
国
で
五
位
で
あ
る
。
し
か
も
外
国

人
は
「
仕
事
」
の
あ
る
地
域
に
居
住
す
る
た

め
、
ど
う
し
て
も
県
土
の
中
で
も
猫
の
額
ほ

ど
し
か
な
い
平
地
部
に
集
中
す
る
。
長
野
県

の
平
地
部
の
人
口
は
総
人
口
二
二
〇
万
人
の

う
ち
の
多
く
て
も
四
分
の
三
程
度
で
あ
る
か

ら
、
実
際
に
は
「
人
口
の
三
〇
人
に
一
人
は

外
国
人
」
と
い
う
感
覚
に
な
る
。
ま
し
て
や

行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
、
観
光
客
と
し
て

の
外
国
人
も
長
野
県
に
や
っ
て
く
る
た
め
、

外
国
人
好
み
の
「
城
」
の
あ
る
松
本
市
内
は

夏
に
な
る
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
外
国

人
で
賑
わ
う
こ
と
に
な
る
。
ち
ょ
っ
と
洒
落

た
カ
フ
ェ
や
バ
ー
な
ど
で
は
、
自
分
が
松
本

に
い
る
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
も
あ
る
ほ
ど
で

あ
る
。 

　
ち
な
み
に
長
野
県
に
居
住
す
る
外
国
人
は

ブ
ラ
ジ
ル
人
が
多
く
、
全
外
国
人
の
約
四
〇

％
を
占
め
て
お
り
、
ま
た
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
外

国
人
登
録
者
数
は
全
国
四
位
で
あ
る
。
幹
線

道
路
沿
い
に
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
国
旗
を
掲
げ
た

ブ
ラ
ジ
ル
料
理
店
も
多
く
点
在
し
て
お
り
、

そ
の
店
内
は
さ
な
が
ら
ブ
ラ
ジ
ル
の
よ
う
で

あ
る
（
ブ
ラ
ジ
ル
を
訪
れ
た
こ
と
は
な
い
の

だ
が
…
）。 

　
こ
の
よ
う
に
長
野
県
は
産
業
面
で
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化
が
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
他
方
で

人
的
資
源
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
そ
う
で
も
な

い
。
長
野
県
は
そ
も
そ
も
地
域
の
助
け
合
い

精
神
が
強
い
地
域
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

高
齢
者
や
障
害
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
が
盛
ん
で

あ
る
。
松
本
に
赴
任
し
た
当
初
は
、
そ
の
熱

心
さ
に
驚
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
外

国
人
を
対
象
に
し
た
サ
ポ
ー
ト
は
あ
ま
り
み

ら
れ
な
い
。
私
の
大
学
の
学
生
も
日
本
人
に

対
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
積
極
的
だ
が
、

な
ぜ
か
外
国
人
向
け
の
支
援
活
動
と
聞
く
と

尻
込
み
し
て
し
ま
う
。
せ
っ
か
く
の
異
文
化

交
流
の
機
会
で
あ
る
。
学
生
に
は
積
極
的
に

外
国
人
と
の
関
わ
り
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
強
く
な

る
で
あ
ろ
う
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
波
の
中
で
、

自
ら
が
生
き
抜
く
た
め
の
「
セ
ン
ス
」
を
磨

く
た
め
に
も
。 

 

上
野
隆
幸
（
う
え
の
・
た
か
ゆ
き
） 

 

人
事
労
務
管
理
専
攻
。
主
な
論
文
と
し
て

、

「
新
し
い
技
能
者
類
型
か
ら
み
た
能
力
開
発

の
特
徴
」
『
労
働
研
究
所
報
』
二
二
号
（
二

〇
〇
一
年
）
、
「
養
成
工
の
配
置
政
策
と
キ

ャ
リ
ア
」
『
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』
四
七
六

号
（
二
〇
〇
〇
年
二
・
三
月
号
）
な
ど
多
数
。 



1月の主な受け入れ図書 

開館時間：9:30～17:00 
休　館　日：土曜日、日曜日、国民の祝日、年末年始（12月28日～１月４日）、その他 
電話番号：03(5991)5032／FAX：03(5991)5659 
利用資格：閲覧はどなたでも自由にできます 
貸　　出：和書・洋書とも２週間、５冊までです 
※身分証明書（運転免許証、健康保険証など）をお持ちください 
レファレンスサービス：図書資料の所在調査などのサービスを行っています 

　当図書館は、社会科学関係書を中心に和書97,000冊、洋書25,000冊、和洋の製本雑誌20,000冊を所蔵している労働関係の専門図書館です。 
　労働関係の分野には、労働法、労働経済、労働運動、雇用職業、女性労働、パート派遣、高齢者労働、障害者労働、外国人労働、社会福祉など
があり、これらで、蔵書の半数以上を占めています。この他にも、経済書をはじめ経営学、心理学、教育学、社会学など関係分野に及んでいます。また、
和雑誌（490種）、洋雑誌（220種）、紀要（450種）、組合機関誌・紙についても、受け入れています。 
　特色としては、厚生労働省をはじめとする官公庁発
行の統計類などの逐次刊行物、日本経団連など経

営者団体の刊行物や民間研究団体刊行物、社史があり、労働組合に関しては、
労働運動史、ナショナルセンターや産業別組合の大会資料などを継続的に収
集しています。洋書については、特にILO（国際労働機関）総会の議事録や
OECD（経済協力開発機構）の刊行物、各国政府の労働統計書などを収集し
て閲覧に供しています。特殊コレクションは、戦前・戦後を通して労働組合の歴
史的に貴重な原資料を収集、保管しています。 

ご案内 

労働図書館（資料センター） 
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図書館だより 

図書館だより 

①松島静雄監修『東京に働く人々』法政大学出版局（x+276頁,A5判） 
本書は、東京都立労働研究所の成果に基づき、東京の中小企業の経営と労働の実態を、光と影の両面から、実
証的に描いている。都労研は財政事情の悪化によって０１年３月に廃止されたが、残念に思う人は多い。基礎
的な実証研究なしの労働政策がどのような運命をたどるのか、都民として東京の労働政策から目が離せない。 

④山口厚江著『高齢者介護ビジネスの社会的責任』文眞堂（viii+226頁,A5判） 
高齢化の進展により介護問題は深刻さを増し、高齢者介護を支える仕組みの構築が急務となっている。特に
居宅介護サービスは、営利企業が担う部分が大きく、企業利益と利用者の人権、介護支援専門家の専門的職
務の遂行と所属組織の要求間の「利益相反」問題が発生するが、著者は、企業倫理の制度化を提案している。 

②樋口美雄他編著『労働市場設計の経済分析』東洋経済新報社（xii+432頁，A5判） 
労働市場においても、売り手と買い手の交渉力の差、情報の非対象性などによっておうおうにしてミスマッ
チが発生する。人材の有効活用と適切な能力開発を図る「高質な労働市場」を形成するための課題を、統計
分析、ヒアリング調査、国際比較により検討し、職業紹介・能力開発政策等について具体策を提言している。 

⑤高木邦明著『オーストラリアの障害者福祉』相川書房（vii+190頁,A5判） 
障害者自立支援法等により、ようやく高齢者、児童に続いて、障害者福祉についても議論がされるようにな
ってきたが、「個性を尊重しあう共生社会」はいかにして成立するのか。国際的動向を知りたいという熱意
は著者をシドニーに１年滞在させ、社会福祉最先進国の一つの豪州の実情紹介という成果を実現させている。 

③八尾坂修編著『教員人事評価と職能開発』風間書房（iv+viii+508頁,A5判） 
小中高校を通じて、教員の平均年齢が高まっているという。今後団塊の世代が大量退職した後、教員の新た
な能力開発と人事評価の確立が課題となってくる。本書は国際比較と日本の実態調査により、この問題と格
闘している。長年この問題に取り組んできた19人の執筆者による、本文508頁におよぶ大著となっている。 

⑥佐藤洋作他編著『ニート・フリーターと学力』明石書店（287頁,A5判） 
2005年はニート・フリーター問題がマスコミをにぎわした年であったが、2006年もその余波は続いている。
著者たちは近年のニート論に違和感をもちながらも、ニート問題が若者個人の問題とともに社会構造の変容
によってもたらされていること、特に人を育てる社会環境の解体化、労働現場の非人間化に注目している。 

⑦国立社会保障・人口問題研究所編『社会保障制度改革』東京大学出版会（vi+323頁,A5判） 
⑧蓼沼謙一著『蓼沼謙一著作集Ⅲ　争議権論（１）』信山社出版（viii+502+iv頁,A5判） 
⑨斎藤一郎著『戦後日本労働運動史（上中下）』あかね図書販売（304,318,278頁,B6判） 
⑩馬場昌雄他監修『産業・組織心理学』白桃書房（vi+330頁,A5判） 
⑪樋口美雄他編著『日本の家計行動のダイナミズム』慶應義塾大学出版会（xii+305頁,A5判） 

⑫武川正吾他編『韓国の福祉国家・日本の福祉国家』東信堂（viii+308頁,A5判） 
⑬須田敏子著『ＨＲＭマスターコース』慶應義塾大学出版会（xii+353頁,A5判） 
⑭上川龍之進著『経済政策の政治学』東洋経済新報社（xv+351頁,A5判） 
⑮小関智弘著『職人力』講談社（236頁,B6判） 
⑯岩城喜代太著『定年ＦＡ』叢文社（319頁,B6判） 

今
月
の
耳
よ
り
情
報 

（新着受け入れ図書の詳細は、当機構ホームページの「労働図書館」内「新着図書情報」をご覧ください） 

　
ど
の
業
界
に
も
関
係
者
以
外
の
人

に
は
理
解
し
が
た
い
用
語
は
存
在
す

る
も
の
で
あ
る
。
わ
が
図
書
館
界
に

も
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
図
書
館
界

の
住
人
に
な
っ
て
３
年
目
の
小
才
の

目
に
ふ
れ
て
い
な
い
も
の
も
多
数
あ

る
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
ま
で
に
把
握
し

た
そ
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
、
折
り

を
み
て
順
次
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

第
一
回
目
は
「
館
種
」
（
こ
の
言
葉

は
、『
広
辞
苑
〈
第
五
版
〉』
に
も
載

っ
て
い
な
い
）。『
最
新
　
図
書
館
用

語
大
辞
典
』（
二
〇
〇
四
年
刊
）
で
は

「
図
書
館
の
種
類
の
こ
と
」
と
あ
る
。

一
口
に
図
書
館
と
い
っ
て
も
、
国
立

図
書
館
、
公
共
図
書
館
、
大
学
図
書

館
、
学
校
図
書
館
、
専
門
図
書
館
、

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
る
。
根

拠
法
と
し
て
、
国
立
図
書
館
に
は
国

立
国
会
図
書
館
法
（
ち
な
み
に
、
同

館
は
、
国
立
図
書
館
で
あ
る
と
と
も

に
国
会
図
書
館
で
も
あ
る
と
い
う
二

重
の
性
格
を
も
っ
て
い
る
）、公
共
図

書
館
に
は
図
書
館
法
、
大
学
図
書
館

に
は
大
学
設
置
基
準
、
学
校
図
書
館

に
は
学
校
図
書
館
法
が
あ
る
。
し
か

し
、
当
館
も
そ
の
一
員
で
あ
る
専
門

図
書
館
に
は
そ
れ
が
な
い
。
そ
も
そ

も
専
門
図
書
館
と
は
親
機
関
（
設
置

母
体
）
が
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
そ
の

定
義
と
し
て
い
る
。
専
門
図
書
館
の

設
置
母
体
は
様
々
で
あ
り
、
収
集
す

る
資
料
の
主
題
も
区
々
で
あ
る
か
ら

で
あ
ろ
う
か
。
法
律
等
で
規
定
さ
れ

て
い
な
い
と
不
便
な
点
も
あ
る
。
著

作
権
法
で
認
め
ら
れ
た
「
図
書
館
等

に
お
け
る
複
写
」
は
、
政
令
で
定
め

ら
れ
た
図
書
館
等
以
外
で
は
認
め
ら

れ
て
い
な
い
（
学
校
図
書
館
も
な
ぜ

か
除
外
さ
れ
て
い
る
）。幸
い
に
も
当

館
は
、
専
門
図
書
館
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
そ
の
公
共
性
に
鑑
み
、
政

令
で
定
め
る
図
書
館
と
な
っ
て
い
る
。

来
館
者
の
皆
さ
ん
は
、
大
い
に
こ
の

権
利
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

  

図
書
館
長
の
つ
ぶ
や
き 

 

い
つ
の
時
代
も
人
間
の
性
な
の
か

、

法
律
・
倫
理
違
反
は
つ
き
な
い
も
の

で
あ
る
が
、
昨
今
法
令
違
反
が
目
白

押
し
の
よ
う
な
印
象
を
う
け
る
。
い

わ
く
、
耐
震
構
造
疑
惑
、
ラ
イ
ブ
ド

ア
問
題
、
防
衛
施
設
庁
官
製
談
合
、

等
で
あ
る
。
企
業
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
が
脚
光
を
浴
び
て
い
る
と
き
、

当
事
者
は
ど
う
い
う
神
経
を
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
社
会
は
進
歩
し
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
法
律
や
倫
理

を
守
る
精
神
と
い
う
の
は
全
く
発
達

し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
当
館

で
も
、
だ
ま
っ
て
資
料
を
持
っ
て
い

っ
て
返
さ
な
い
と
い
う
の
は
極
端
だ

と
し
て
も
、
返
却
締
切
日
を
守
ら
な

い
、
と
か
、
資
料
に
書
き
込
み
を
す

る
、
通
り
抜
け
禁
止
の
立
て
札
を
平

気
で
無
視
す
る
、
な
ど
の
規
則
違
反

が
散
見
さ
れ
る
。
個
人
の
人
間
性
だ

け
の
問
題
で
は
な
く
、
神
は
真
実
を

み
そ
な
わ
せ
ど
、
直
ち
に
現
し
た
ま

わ
ず
、
と
い
う
心
性
が
消
え
う
せ
か

け
て
い
る
。
監
視
過
剰
の
息
苦
し
い

社
会
も
問
題
で
は
あ
る
が
、
町
内
の

皆
が
お
互
い
を
見
守
っ
て
い
る
と
い

う
、
家
族
以
外
は
み
な
他
人
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
す
こ
し
ず
つ
グ
ラ

デ
ー
シ
ョ
ン
の
つ
い
た
人
間
関
係
の

再
構
築
が
の
ぞ
ま
れ
る
の
で
は
な
い

か
。
と
い
う
こ
と
で
、
当
館
の
利
用

者
が
ど
の
く
ら
い
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
精
神
が
高
い
か
、
点
検
し
て
み
る

こ
と
と
し
た
。
来
年
度
早
々
の
蔵
書

点
検
の
実
施
で
あ
る
。
当
館
に
と
っ

て
、
７
年
ぶ
り
の
こ
と
で
あ
る
。
閉

館
し
て
実
施
せ
ざ
る
を
得
な
い
模
様

な
の
で
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
ご

不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

ご
容
赦
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
点

検
の
結
果
に
よ
っ
て
は
、
利
用
者
の

立
場
に
た
っ
た
蔵
書
管
理
の
方
法
を

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。 


